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1950 年代に発生した水俣病は、工業廃水に含まれたメ
チル水銀が魚介類に高濃度に蓄積し、それを摂取し続けた
ことが原因であった。厚生労働省は、水銀による汚染防止
施策の一環として、魚介類の水銀について暫定規制値を設
定し、その値を総水銀 0.4μg/g、メチル水銀 0.3μg/g（水
銀として）としている1）。通常の食生活における魚介類か
らの水銀摂取量で、健康被害が生じる可能性は極めて低い。
しかし、胎児は水銀に対する感受性が高く、妊婦が水銀濃
度の高い魚介類を多量に摂食した場合、その水銀が胎児に
影響を与える可能性があると報告されている2）。このため、
厚生労働省は、胎児の保護を第一に考え、「妊婦への魚介
類の摂食と水銀に関する注意事項」3）を公表している。

このような背景から、魚介類の総水銀濃度を継続的にモ
ニタリングすることが重要であり、北海道では、北海道近
海産魚介類の総水銀濃度調査を実施し、報告している4-18）。
本稿では、2021 年度から 2023 年度の結果について報告する。

方　　　　　法

１．試料
調査対象試料は道内保健所の協力のもと、調査期間に道

内各地の漁協、商店等から買い上げた北海道近海産の魚介
類 19 種 32 検体（魚類 16 種 25 検体、貝類 2 種 6 検体及び
甲殻類 1 種 1 検体）を使用した。
２．試薬・装置

水銀標準液は富士フイルム和光純薬工業（株）製の JCSS
認証水銀標準液（Hg 100）を用いた。塩酸、硝酸、過塩素
酸（60％）、硫酸及び塩化スズ（Ⅱ）二水和物は、富士フ
イルム和光純薬（株）製の有害金属測定用試薬を用いた。水
銀測定には、（株）HIRANUMA 製の水銀測定装置 HG-400

を用いた。
３．分析方法

総水銀の測定は既報16）に従った。すなわち、試料から湿
式分解により試験溶液を調製し、還元気化原子吸光光度法
により総水銀濃度を測定した。

検体名 検体数 最小値
（μg/g）

最大値
（μg/g）

平均値
（μg/g）

魚　類 25 ND 0.286 0.048
サケ 5 0.018 0.041 0.028
サンマ 3 0.029 0.061 0.046
ホッケ 2 0.030 0.077 0.054
サバ 1 － － 0.080
ニシン 1 － － 0.026
マイワシ 1 － － 0.017
アイナメ 1 － － 0.030
ブリ 1 － － 0.010
メバル 1 － － 0.053
エゾメバル 2 0.031 0.038 0.035
ヒラメ 1 － － 0.030
クロガシラガレイ 1 － － 0.026
マガレイ 1 － － 0.286
ソウハチ 1 － － 0.065
スケトウダラ 1 － － ND
マダラ 2 0.076 0.080 0.078

貝　類 6 ND 0.032 0.005
ウバガイ
 （ホッキガイ） 5 ND ND ND
エゾボラ
 （マツブ） 1 － － 0.032

甲殻類 1 － － 0.037
ホッコクアカエビ 1 － － 0.037

全　体 32 ND 0.286 0.038
ND：定量下限値未満
定量下限値：0.01μg/g

表１　北海道近海産魚介類中の総水銀濃度
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結　　　　　果

測定結果を表 1 に示す。検体は魚類、貝類及び甲殻類に
分類し、検体名は標準和名とし、地方名が広く浸透してい
る種は括弧書きで地方名を附記した。測定値は小数点以下
3 桁で記載し、定量下限値（0.01μg/g）未満の場合は ND
とした。平均値を算定する際は、ND を 0μg/g とし、検
体数が 1 検体のものは測定値を平均値とした。

2021 年度から 2023 年度に調査した 32 検体中 26 検体か
ら定量下限値以上の総水銀が検出された。このうち 23 検
体の総水銀濃度は、暫定的規制値である 0.4μg/g の 10 分
の 1 以下の濃度であった。一方、総水銀濃度が 0.10μg/g
を超過した検体は、マガレイで 1 検体あり 0.286μg/g で
あった。このように、北海道近海産魚介類の総水銀濃度は
全て暫定的規制値未満であった。

最後に、本調査の実施にあたり、検体の入手にご協力い
ただいた北海道保健福祉部健康安全局食品衛生課ならびに
道内保健所の関係各位に深謝いたします。
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